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ィブ、モーリシャス、フィリピン、セーシェル、南アフリカ、

スリランカ）が決議 15/01 にリストされている主要なサメ類

に対する漁獲量（水揚量）データを報告した。全締約国のメ

カジキを対象としている漁業の総漁獲量のうち本種の漁獲

量が 68％を占めた。報告率の低さや製品重量の問題により、

サメ類に対する漁獲量データは非常に不完全であると考え

られた。2017 年の資源評価では 19 の国が IOTC 海域で漁獲

された本種の漁獲量を報告したが、不確実性を考慮して事務

局が 3 つの方法により漁獲量を推定した（IOTC 2018）。 

我が国の漁船は熱帯域でメバチを対象とした深縄操業、温

帯域でミナミマグロを対象とした浅縄操業により本種を混

獲している。はえ縄漁業に対する漁獲成績報告書から集計さ

れた我が国の本種に対する漁獲量（1994～2023 年）は、お

よそ 200～2,700 トンの範囲で推移しており、近年（2019～

2023 年）の水揚量は減少傾向である（表 1、図 1、平均 353

トン）（Matsumoto et al. 2024）。 

生物学的特性 

【分布】 

本種はインド洋では熱帯域から温帯域にかけて広く分布

し（図 2）、熱帯域では水温 12～25℃、水深 80～220 m に

多く生息する（Compagno 1984）。本種の分布や移動は水温

の季節的な変動や繁殖の状態、餌の利用度によって大きく影

響を受ける。南緯 20 度以南の亜熱帯域や温帯域は未成魚の

生育場であり、55～311 cm（尾叉⾧）の幅広いサイズの個体

が生息していることが報告されており、成魚は赤道付近の沖

合域に多く分布していることが報告されている（Coelho et al. 

2018）。系群についての情報はないが、インド洋に生息する

本種を 1 系群として資源評価及び管理が行われている（IOTC 

2021）。 

 

【繁殖・回遊】 

本種の繁殖様式は胎盤型胎生であり、9～12 か月の妊娠期

間を経て全⾧ 40～51 cm の子を出産する（Compagno 1984）。

産仔数は 4～135 個体であるが（Gubanov and Grigor’yev 

1975）、平均産仔数は 38 個体、平均世代時間は 8～10 年と

されている（IOTC 2018）。インド洋における本種の繁殖周期

は分かっていない。 

⾧距離の移動が観察されており、オーストラリアからジャ

ワ島への移動（Heard et al. 2017）、南アフリカまで移動する

渡洋回遊も含まれている（IOTC 2018）。明瞭な日周鉛直移動

が確認されており、表層から最大 807 m までの潜水行動が記

録されている（Heard et al. 2017）。また、妊娠した雌は北緯

2 度から南緯 6 度の海域でその年のほとんどの期間を過ごす

とされる（IOTC 2018）。 

 

【成⾧・成熟】 

観察された最大体⾧（全⾧）は 383 cm である（Compagno 

1984）。インド洋海域のヨシキリザメに対する放射性炭素年

代測定法により、尾叉⾧ 270 cm の雄は 25～27 歳であるこ

とがわかっている（Romanov and Campana 2011）。また脊

椎骨椎体に形成される輪紋から推定された最高年齢は雄で

25 歳、雌で 20 歳である（Andrade et al. 2019）。50％性成

熟体⾧（全⾧）は雄が 201 cm、雌が 194 cm であり、50％性

成熟年齢は雄で 7 歳、雌で 6 歳である（Jolly et al. 2013）。

以下にインド洋で求められた成⾧式を示す。 

Andrade et al.（2019）：尾叉⾧（表 2、図 3） 

雌：Lt = 290.6 - (290.6 - 39.5) e-0.130 t 

雄：Lt = 283.8 - (283.8 - 39.5) e-0.150 t 

雌雄込みの体⾧-体重関係は、 

TW = 0.159×10-4×FL2.84554 

ここで TW は 1 個体の全重量（kg）、FL は尾叉⾧（cm）

である（Romanov and Romanova 2009）。 

 

図 2. ヨシキリザメの分布域（Compagno 1984 より） 

年齢 雌 雄
0 39.5 39.5
1 70.1 73.5
2 97.0 102.8
3 120.6 128.0
4 141.3 149.7
5 159.5 168.4
6 175.5 184.5
7 189.5 198.3
8 201.8 210.2
9 212.7 220.5

10 222.2 229.3
11 230.5 236.9
12 237.8 243.4
13 244.3 249.0
14 249.9 253.9
15 254.9 258.1
16 259.2 261.6
17 263.1 264.7
18 266.4 267.4
19 269.4 269.7
20 271.9 271.6
21 273.3
22 274.8
23 276.0
24 277.1
25 278.1

表 2. インド洋ヨシキリザメの年齢ごとの推定体⾧

（尾叉⾧：cm）（Andrare et al. 2019） 
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●決議 15/01：IOTC が管轄する海域にいる漁船（まき網・は

え縄・刺網・竿釣り・ひき縄を行う全⾧が 24 m を超える

漁船及び IOTC 海域の国に所属しその国の EEZ 以外で操業

する全⾧が 24 m 以下の漁船）の漁獲量と努力量の記録に

ついて、漁獲成績報告書を作成すること。これについて、

保持・投棄を含む全てのサメ類の漁獲量を報告しなければ

ならない。 

●決議 15/02：IOTC の締約国と協力的な非締約国に対する義

務的な統計の報告要求は、マグロやマグロ類似種に適用で

きる規定をサメ類に適用する。 

●決議 17/05：IOTC によって管理されている漁業で漁獲され

たサメ類の保全に関して、①冷凍物については、さめ鰭を

船上のサメ全重量の 5％を超えて保持しないこと及びさめ

鰭と魚体を同時に陸揚げしない場合は、5％を超えて保持

しないことを確保するため必要な措置を取ること、②生鮮

物については、さめ鰭の切り離しを禁止する。 

 

2022 年 11 月に開催された CITES 第 19 回締約国会議にお

いて、本種（類似種規定による）を含むメジロザメ科のサメ

類の附属書 II への掲載が提案され、投票の結果、採択された。

附属書 II 掲載は 2023 年 11 月 25 日から発効し、本種の魚体、

鰭等を含む一切の派生物を貿易する際は、輸出国による輸出

許可書の発給が必要となり、公海域で採捕し自国に持ち帰る

行為についても証明書の事前発給が義務付けられるように

なった（海からの持込み）。我が国は、科学的に附属書 II 掲

載基準を満たしておらず、FAO 専門家パネルにおいても、そ

の旨結論付けられていること等の理由から、ヨシキリザメの

附属書 II 掲載について留保している。このため、本種を他国

に輸出する場合には輸出許可書が必要となるものの、自国へ

の海からの持込みについての証明書の発給は不要となって

いる。 
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ヨシキリザメ（インド洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 

（最近 5 年間） 

2.3 万～3.0 万トン 

最近（2022）年：2.4 万トン 

平均：2.5 万トン（2018～2022 年） 

我が国の漁獲量 

（最近 5 年間） 

244～485 トン 

最近（2023）年：244 トン 

平均：353 トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS） 

資源の状態 

（資源評価結果） 

SB2019 / SBMSY：1.387 

（80％信頼区間：1.272～1.486） 

F2019 / FMSY：0.643 

（80％信頼区間：0.533～0.753） 

2019 年の資源状態は、乱獲状態でなく、過剰漁獲でもない 

管理目標 検討中 

管理措置 漁獲物の完全利用等 

管理機関・関係機関 IOTC、CCSBT、CITES 

最近の資源評価年 2021 年 

次回の資源評価年 2025 年 

     

 


